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＊顧客向けサービス利益=預貸金収支+役務利益-経費
＊預貸金収支のうち、預金利息は資金スワップ収益を加味した実質ベース
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法人（シ・ローン除く）地公体その他（シ・ローン除く）シ・ローン
貸出金利息（右目盛）

貸出金残高・貸出金利息の推移

＊貸出金利息は、支払ローン関係手数料（消費者ローン保証料、団信保険料）の調整を
　 行っておりません。
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顧客向けサービス利益（単体）

■役務利益は前年同期並みとなったが、経費の増加
および預貸金収支の減少により、顧客向けサービス
利益は減少。

■貸出金残高は法人・地公体で減少するも、個人が堅調に
推移し全体では増加。貸出金利回りは下げ止まり、貸出金
残高が増加したため貸出金利息は増加。

貸出金（単体）
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琉球銀行 琉球リース リウコム ＯＣＳ りゅうぎん
ディーシー

りゅうぎん
保証 その他
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連　結

＊その他には内部消去等の他、りゅうぎんビジネスサービス（株）、（株）りゅうぎん総合研究所を含む
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■連結は増収増益、単体は増収減益。

決算の概要（連結・単体）
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連単倍率（右目盛）
連結中間純利益と連単倍率
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預金利息（右目盛）

個人法人公金その他

（億円） （億円）

預金等残高・預金利息の推移
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役務利益の推移（団信保険料、支払ローン関係手数料除く）
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要管理債権危険債権破産更生債権 開示債権比率（右目盛）（％）（億円）

開示債権の推移

2.89

2.39 2.35 2.29 

0.00

1.00

2.00

3.00

0

100

200

300

400

500

600

2020/9 2021/9 2022/9 2023/9

（億円） （％）
単体自己資本比率（右目盛） ＊（ ）は完全実施ベース（右目盛）
自己資本 一般貸倒引当金

自己資本額と自己資本比率の推移
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＊完全実施ベースは、現行の自己資本比率規制(バーゼルⅢの最終化)が適用されることを
想定し、劣後債および土地再評価差額金の資本算入額をゼロとし、無形固定資産および前
払年金費用等を資本調整額として全額計上ベースで算出

住宅ローン手数料 相続ビジネス手数料

その他

法人向けサービス手数料 カードビジネス関連

インバン関連ATM関連預かり資産 内為・口座振替

■信用リスク削減手法の精緻化等により単体の自己資本

比率は大きく上昇。連結自己資本比率も着実に上昇。

■一部取引先の業況悪化により危険債権が増加したが、
元金返済開始や業況改善等により要管理債権は減少。

■インバン関連手数料、カードビジネス関連手数料、住宅
ローン手数料は増加。法人向けサービス手数料は減少し
たものの、役務利益は微増。

役務利益（単体）

開示債権（単体） 自己資本比率（単体）

預金等（単体）

＊譲渡性預金を含む

■預金等残高は法人預金を中心に全人格で増加。




